








Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
1D・H・ロレンスー生涯と作品（1）
倉田雅美
生涯と作品（1901年一1905年）
　D・H・ロレンス（David　Herbei’t　Lawrence、1885－1930）の生涯に関して
は、現在までに数多くの伝記か出版されている　それらはフリーダ・ロレ
ンス・ラヴァリ（Frieda　Lawi・ence　Ravagh．1879－1956）、ウィターeビナー
（Wilter　Bynner）、リチャード・オールディントン（Richard　Aldington）らによ
る序文が1寸いたエドワード・ネールズ（Edward　Nehls）編著のD．H．　Lavvi’en（’E’：
ACθmposite　Biθ、g，ノ’ap／1．、’（Madlson：The　Univer：　ity　oi’　Wisconsin　Press，3vols．
1957－59）にはじまり、デイヴィッド・エリス（David　ElliSl著のD．H．　Laytv’en（’e．・
D．vi〃g　G‘7ηrd922一ノ93θ（Cambridge：Cambridge　UR】998）にいたるまで様々
である　特にネールズのものは、ロレンスと彼の知人とのやり取りを綴った
書簡を多用し、従って人間ロレンスと彼の時代の生生しさが直接に伝わっ
てくるところに特徴がある．さらに、フリーダ、そしてロレンス自身と親
交のあったビナー、オールディントンの序文からは、彼らのロレンスに対す
る深い思いが伺える　上記以外の注目すべき伝記として、エリスのものと
ともに三部作としてケンブリッジ大学出版局（Cambridge　UP）から出たジョ
ン・ワーゼン（John　WortheI1）著の1）．〃Ldm7’eiic’e　T／ie　E〈〃W｝ピ（〃訂885－∫9／2
（Cambridge：Cambridge　UP、199b、マーク・キンキード＝ウィークス（Mark
Kinkea〔1－Weekes）のD．H．　Laレtv’c）il（’e．’Ti　’iitn　ip／17θE〃どノ912－1922（Cambndge：
Cambridge　UP．1996）がある　こうした出版状況からして、ロレンスの生涯
に関しては今やほとんど全て語り尽くされている感がある・従って、今口の
ロレンス研究者にとって重要なことは、どの伝記がロレンスの生涯を最も正
確に語っているかではなく、どの伝記から人間ロレンスに関する理解と真実
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が最も的確に伝わって・くるかである　今後、ロレンスを研究対象とする者に
とって必要な情報は、ロレンスに関する事実のみならず、人間ロレンス及ひ
彼の作品を真に現代的に理解するための’f”段ともなり得なければならないの
である
　　・方、作品については、その膨人な量及び多tit（’にわたるジャン）レゆえにそ
の評価が定まっていない（もしくは、定めるのが困難な）のが現状てあろう．
紀行文やエノセイ、また戯曲については、ある程度評価が定まっているもの
が多いが、中・短編小説、長編小説や詩については評価がまちまちである
今後、さらに書簡1や翻訳についての評価がドされるまでには時間を要する
ことだろう、
　本論考の主たる目的は、D・H・ロレンスが19｛）1年7月（ロレンス16歳）
にノソティンガム・ハイスクールを終え、1905年（20歳）の春に初めて本
格的な詩を書き始めた5年間の才涯と作品執筆の経緯を辿ることである「そ
の裏付けとなる基礎資料としてロレンス自身の書簡を重・要視しつつ、その人
間関係にも注目してみたい
　この期聞のロレンスには複数の女性との出会いがあ・・）たが、特に重要
な存在はジェシー・チ・zインバーズ（Jessie　Chambers．．1　8　R．　7－1　9　4　4）であ
る、ロレンスー家とチェインバーズー家は地元イーストウッドの組合教会
（COIlgregatiOnal　C’hurch）に通っていて、両家の者は互いに以前から顔見知り
だった　ロレンス．一・家が住むイングランド中部ノッティンガムシャー、イー
ストウソドからそう遠くないアンダーウソドでバッグズ農場を営むチェイン
バーズ家が、ロレンス母子〔母親リディア（Lydia　Lawrellce．1851－1910）とバー
ト（Bert）（当時、ロレンスはこう呼ばれていた））を招待したのは、19〔｝1年7
目のあるHだとされている’t‘イーストウッドから農場までの田園地帯を徒
歩で行くバートのHには、夏の陽光を浴びて輝く界隈の森林風景が焼き付い
たに違いない　そして、それ以後、ロレンスの魂を究極的に捉え、作家魂を
奮起させ、また安堵させた風景はこの時のこの森以外にはなかったのである
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　この時バートは16歳、ジェシーはi斗歳たった．この出会いがビのよう
なものであったのかについての詳細は定かではないが、知的て文学好きな
バートに対するジェシーの尊敬の念は強か一）たに違いない　現在、書簡とし
て残る二人の最初のやり取りは、1903年IO月3H［？］付でバートがジェシー
に送った葉書である一毎年、10月初めに開催されるノソティンガムでのクー
ス・フェアーでバートは彼女に薬書を書いたのである　’．1901『7月の訪問
から1903年10月までの間に、二人の関係はかなり親しいものとなっていた．
シェシーはバートにより文学に対して広く深い世界と意昧、そして興味を見
出すようになり、一方、バートにとっても（将来は作家になる気持ちを明確
には持っていなかったにしても）、文学を白分のものにする、つまり、自分
でも文学作品を書くという意欲を高め、維持するための相手としてジェシー
の存在は欠かせなかったのである、
　1901年9月、バートは自分の将来について悩んでいた7月にノソティ
ンガム・ハイスクールを終えたものの、将来の見通しが立っていなかったの
である一そこで、「ガーディアン』紙（τノie　GUt〃・di〔〃i）に載った求人広告に応
募することにした　文学についてはさて置き、先ずは社会に出て働く気持ち
を持ったのである．
［ウォーカー・ストリート3番、イーストウ・ソド1
　　　　　　　　　　　　　　［1901年9月？］
・私は16歳で、ノノティンガム・ハイスクールでの3年間の課
程を終えたところです。経理の経験はまだありませんが、簿記
は勉強しましたし、フランス語とドイツ語で2度、数学で1度、
賞を取っています
　もし面接の機会を与えて下さるのなら、私に対する信頼にお応
えすべく努めたいと考えております・
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良い御返事が頂けるものと思・）ております、…
　　　　　　　　　　　　　　　敬貝L　　D・H・ロレンス
これはノノティンガムの医療器具製造会社J・H・ヘイウッド有i饗会社
（J．H．Ha、・WoOd　Ud．）へ出した応募の丁紙の一部である．日付は1901年9月
となっているが、恐らく書かれたのはi（ハ月初旬だろう　9その直後、ロレン
スー’家に予期せぬ不幸が訪れる　当時、ロントンで働いていた一家の次男
アーネスト（Emest　Lawrence、1878－190　Dが丹毒で倒れ、イース1・ウッドか
ら駆けつけた母．親リディアの后護もむなしく、10月11日、死去する　リディ
アにとって最愛の息］こを失った悲しみがどれほどのものであったかは想像に
難くない　やがて、リディアの愛情は三男のバートに向けられてゆくのだが、
これは夫アーサー（A］・lhui・LawrCnce．1846－1924）に対する愛情がすでに消
え失せ、今やアーネストを失ったリディアにと’）て当然の成り行きだったの
かも知れない　その後、この成り行きが16歳の少年バートにとって過酷と
も言える運命となり、また、作家ロレンスにとっては祝福すべき運命のいた
ずらともなったことを、この時誰がi”期したであろうか．
　1（｝月になり、ロレンスはヘイウソド有限会社の事務員として働き始める、
しかし、元来、病弱で体力もなかったロレンスにとって、イーストウッドか
らノ．ソティンガムまでの通勤は辛いもので、重い肺炎に罹ったロレンスは
3ヵ〔後に辞職することになる　｜2目のことで、ロレンスにとって思いも
かけないことだったに違いない，
　19｛〕2年4月、ロレンスは療養目的でリンカンシャー、スケグネスに住む
叔母（母親の妹ベリー夫人（Mrs　BetTy））の家で1ヵ月過ごすことになる、イー
ストウッドからそれ程遠くない．L地とはいえ、17歳の少年にとって故郷を
離れ、家族と別れての牛活は心細いものであったろうt．チェインバーズ・家
宛ての手紙でロレンスは「，．．叔母さんの家の客間にblち、打ち寄せる海の
波を窓越しに見ています」と書いている．t，「‘その後、病状の回復とともにイー
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ストウットへ戻ったロレンスは、チェインバーズ家を頻繁に訪れ、親交を
深めてゆくかたわら、10F｜、．英国学校（British　Scho（〕bの見習い教員となる
（1905年7月まで　さらに、1905年8目から1906年9月まで教員免許無
しの専任教員として勤務する．）かつて母親リデtアがそうであったように、
ロレンスは教員になることが白分にとって最適な将来の選択だと考えたので
ある．病気からの回復、チェインバーズー家との深い親交、そして．新たな仕
事一こうした生活の変化はこの時期のロレンスにとって極めて新鮮かつ充実
したものであったに違いない．この頃、イース／ウッドの組合教会に通う苔二
者たちは、主に教会の日曜学校や夜の礼拝について議論するグループ（「異
教徒たち」Cpagallsりと呼はれていた）をつくっていた　ロレンスと妹の
エイダ（Ada　Lawrence．1887－J948）をはじめとしてチェインバーズ家のジェ
シー、長兄のアラン（Alan　Chambers）（その後、ロレンスとアランは親友と
なる）、友人のルイ・バロウズ（Louie　Burrows、1888－1962）（後にロレンスと
婚約する）、また、ロレンス．一家がリン・クロフト（97Lvnn　Crot’t）に住んで
いた時の隣人であった炭鉱夫の息子ジョージ・ネヴィル（George　Neville）（彼
との友情はその後も続く）などが主なメンバーだった「・．彼らは組合教会で
の牧師の説教や社会、政治、文学、哲学や芸術について議論を交わした．同
年代の若者とのこうした交流が教職を日指していた（そして、将来、作家に
なることになった）ロレンスに与えた影響は多大なものであった．彼らがよ
く話題にしたという「ニーチェ、ワーグナー、レオハルディ、フロベール、
カール’マルクス、ダーウィン」‘1．などは、まさに後の作家ロレンスにとっ
て欠かせない人物たちであり、生涯に亘・）て「異教作家」と呼ばれ続けたロ
レンスを形成したのもこのグループだったと言えるのである　このグループ
は1906年、ロレンスが21歳になるまで続いた
　1903年、ロレンスは英国学校の見習い教員を続けていたのだが、この年
にイギリスではtsンクハース［・女史（Emmeline　Pankhurst，1857－1928｝によ
る婦人社会政治同盟（WSPU）が創設された、当初、この同盟は過激な破壊
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活動倣火や投石など）でアナキズムと看倣されていたが、イギリス社会全
体で盛り一Lがる女性の地位向一Lの機運に後押しされ、次第にその基盤を強固
なものにしていった　今まで男性の職業とされていた分野に女性が進出して
いったのは当然の成り行きであった　農業や丁業（具体的には工場労働者や
機械工など）で働く女性が急増したのである　このような男女同権を目指し
た社会現象は、後のロレンスの作品にも影響を与えている．例えば、小説
「切符を拝見」CTickets　Please”．1919）の主人公アニー・ストーンは「口う
るさい」だけでなく、女の敵と看倣されていたジョン・トマス・レイナーに
暴力まで振るい、懲らしめる市電の女車掌として描かれている∴「落花生」
（“Monkey　Nutg．”．1922）に登場するストークス嬢は、農作業や戦争援助（第
．’汨蜷寛栫jなどを行う女性援護隊員で、自己主張の強い女性として描かれ
ている．、　・‘／／また、『狐』（7「he　Fo．v，1920）の二人の主人公バンフォードとマーチ
はともに農場経営をしている自立した女性である‘1－／1917年｜2月から1919
年11月にかけてロレンスはバークシャーのチャペル・ファーム・コテージ
（Cllapel　Farm　Cottage）で過ごしたのだが、こうしたストークス嬢をロレンス
はコテージの近くに住むヴァイオレ・ソト・モンク（Violet　Monk）をモデルに
したと考えられている　また、バンフォードとマーチを描く際にもロレンス
はモンクと従姉妹のセシリー・ランバー1・（Ceciiy　Lamberりを（部分的にで
はあるが）モデルにしたと言われている　こうしたモンクやランバートをは
じめとして、その後のロレンスの中・短編小説で描かれた「白立した」女性
たち、また、長編小説に登場する多くの「時代を先取りした」女性たちの原
型は、1903年に始まった婦人社会政治同盟の創設に刺激されて自立を目指
し始めたイギリス人女性たちに他ならない，時代の変化は人々の精神に沁み
込み、彼らの精神や生活様式を変化させ、そして、時代精神となる、社会の
変化に極めて敏感だったロレンスは、変化する社会の中で生きる女性（及び
男性）に着Hし、彼らをモデルとして作品を書き続けた．1903年はロレン
スの生活自体に大きな出来事が起こった年ではなかったが、こうした大きな
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社会変化は18歳の若者ロレンスに顕著な影響を及ぼしたのである．
　1904年3月、将来教員になることを決意したロレンスは、イーストウッ
ドに近いイルケス1・ンの見習い教員養成所（Pupil－Teacher　Centre）にパート
タイムの生徒として通い始めるq905年7月まで）この養成所は1899年
に創設されたはかりで、そこで指導する教員はじめロレンスを含む生徒たち
の教育に対する熱意は大きいものであったに違いない．数学をはじめとして
様々な科目に興味を抱いていた（また、優れた才能を発揮していた）ロレン
スにとって、養成所に通うことが胸の躍ることであったのは想像に難くない、
この時期にロレンスが書いたとされる書簡は多く残っているわけではないが、
エディス・ホウルダネス（Edith　Holdemess）に宛てた手紙で養成所について
触れている　彼女はイーストウッドの英国学校の男子部校長ジョージ・ホウ
ルダネス（George　Holderness）の娘で、キティ（Kitty）という愛称で呼ばれて
いた。ロレンスとホウルダネスー家は親しい付き合いをしていて、特にキティ
とロレンスは仲が良かったという。
［リン・クロフト97番、イーストウッド］
　　　　　　　　　［1904年6月30日］
．．．教員養成所で3ヵ月に1度の定期試験があり、僕はかなり
勉強しなければならないt．天候がどうであれ、僕は好きだが、ひ
どく疲れたり一怠惰になったりする、どちらだか分からないが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DHL，ii）
キティ宛てのこの手紙から、当時のロレンスの彼女に対する思いが伝わって
くるだろう、試験を前にした緊張感を6月の気候と重ね合わせてキティに伝
えようとするロレンスには、心許せる彼女への思いが覗い知れるだろう。さ
らに翌年（1905年3月）、ロレンスは彼女に次のような手紙を書き送っている。
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［リン・クロフト97番、イーストウソド］
　　　　　　　［1905年3　月　25　日以fifl］
親愛なるキティ
　どうして僕に本を直接持って来てくれなかったのですか一夕
方までずっと待っていたのに．今は疲れてしまい、包みを開ける
気にもならない、家に帰るまで．このように僕を悩ます君は悪い
娘だ
　君のお父さんの本ですが、僕が考えていたものより素晴らし
く、言葉にならない．（Quant　au　livre　de　toll　pere、　il　est　plus　beau
que　je　pouvais　rever．）このように立派な本をもらうなんて恥ずか
しい限りだ．僕がとても感謝していると父上に伝えて下さい一僕
からは言えない、僕には言葉にならない，（je　perd　les　mots．　．）
　今晩、来て下さい一君とネリー［妹］とで一君の本が見られる
だろう．そう、僕の写真の校正が届いたので、意見を聞かせて下
さい，，
　さようなら（Au　revoir）一敬具一この「人」には困惑します一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DHL‘1》．
　見習い教員養成所に通っていた時期のロレンスにとって欠かせない女性ル
イ・バロウズはロレンスより3歳年下で、二人が初めて出会ったのは1900
年頃と推定されている　彼女もまた教員養成所に通っていて、将来は教職に
就くことを考えていた、バロウズ家はイーストウソドから南へ3マイルの
所に位置するコサル（ロレンスが1913年3月に初稿を書き始めたといわれ
る「虹』（The　RainhOM’，1915）の主要舞台コセシーはここをモデルにしてい
る〉に住んでいて、ダービシャーとの州境にあるこの土地は、イングランド
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の田園地帯によくあるような、平野に川（エレウォシュ川）、そして運河（ノッ
ティンガム運河）が流れる湿地帯である　ロレンスはルイに対して当初から
好意を持ち、ルイのほうも同じであったという．ロレンスにとってJしイは
同じ教員養成所に通う同級生を超えた魅IJがあり、それは彼女の肉体的魅力
とともに、互いに教職について、また特に文学について深い議論を交わすこ
とができるという魅力であった．また、ロレンスの母親リティァがジェシー
を毛嫌いしていたのに対し、ノレイに対しては多少の理解があったのは、ルイ
のほうが社会のことをよく知る大人であったからだろう　その後の191C）年
1月、すでにロンドン、クロイドンのデイヴィッドソン・ロード・スクール
（Davidson　Road　School）で教えていた（1908年10月より）ロレンスは、連
日と言っていいほど頻繁にルイに手紙を書き送っている、母親の腹部の癌腫
はかなり進行していて、恋人同様に心通わせていた母親を失うことの恐怖心
も相まって、ロレンスのルイに対する思い（そして、恐らくある種の依存心）
は最高に高まっていた。イーストウッドに戻り、母親の看病をしていたロレ
ンスはルイと12月4日に婚約する　12月6日f寸で（3日後に母親は亡くな
るのだが）ルイに次のような書簡を送っている
リン・クロフト、イーストウッド、ノッツ
　　　　　　　　　　1910年12月6日
　また朝になり、あの人［母親］はまだ生きています　かなりひ
どい「口腔カンジタ」に罹っています一人間は生まれた時か死ぬ
時にこれに罹るのだそうです　小さな赤ん坊の時に多くの人が罹
ります一そうでない人は死んでゆく時に　母親のは快方に向かっ
ています．だが、今朝の母親は耐え難く、痛ましく、動かず、顔
色は灰色で、死んでいるようで、悲痛という象形文字のようです
［．．．］人は陳腐なことを言うべきではないが一ここに座っている
10 倉田雅美
と精神までが損なわれそうになります一エイダと僕とで寝ずの
看病をしています
　だから、君のことを考えて幸せそうに思えないとしても一分
かってくれますね　母親の手が僕の手から滑り落ちてゆくのを感
じた後で、僕は本当に君の手を握りしめることができるのです＝
母親は僕の最初の偉×な恋人です．彼女は素晴らしく類まれな
女性でした一君には分からないでしょうが一太陽のように強く、
しっかりとした、寛×な女性でした　白いむちひものように俊敏
で、温かい雨のように優しく親切で、足下の×地のようにしっか
りとした不滅の存在でした，
　そして、僕は君のことをいろいろと考えています一僕たちは幸
せになれるだろうかとか　こうした苦しみが増すと僕は幸せにな
らなければと思います．君のことを思えば思うほど、やるべきこ
とをやってきたことが嬉しくなります一僕は今まで何も見えず、
愚か者でした．しかし、悲しみのおかげで僕は見えるようになり
ました　君のことを思うのは、まるで生命のことを思うようなも
のです「
　君はこの地上を僕にとって楽しいものにしてくれる最初の女
性になるでしょう一母親やJ（ジェシー）や一その他の人たちは、
とても悲しい世界への入り口でした　だが、君はエデンの園の入
り口のように強く、バラ色に輝いています・僕たちは皆が皆、多
分、太陽の降り注ぐ天国のような幼年時代を過ごしてきたわけで
はありません、ほとんどの人は　僕たちは両親から砂漠で生まれ、
だからカナンのような世界に憧れるのですtt君はカナンのような
存在です一君は豊かで、実り多く、楽しい存在で、そんな君を僕
は愛しています。・1’
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母親の死後、ロンドンに戻ったロレンスの体調はすぐれず（191i年はロレ
ンスにと一」て「病の年一t（』asick　yearコと言われている）、その年末にはひ
どい肺炎に罹る（1911年11〔から1912年1月まで）健康上とも経済的
理由からとも言われているが、二人の関係は婚約破棄という結果に終わる
1912年2月4日のことであり、クロイドンで知り合い、付き合いのあった
ヘレン・コーク（Helen　Corke，1882－1978）にも別れを告げ、また、テイヴィ・ノ
ドソン・ロード・スクールを辞職したのもこの月であった，
　1904年12月、見習い教員養成所に通うかたわら勅定奨学生試験（King’s
Scholarship　examJを受ける・それまで試験合格のための勉強は続けていた
のだが、翌年2月に出た結果、「第1等級第1グループ」で合格というものだっ
た．このグループに入ったのは、2600名の男子受験生の中で37名だった、．11’‘
ロレンスは一躍有名な若者となり、地元の新聞も取り上げるほどだったt一
　勿論、奨学生になったからといって直接将来の教職への道が開けるもので
はなかった、正規の教員免許状を取得するためには、大学に入り教員養成課
程を修めるか、学外試験を受けるかのどちらかだったt．tロレンスはノッティ
ンガム・ユニヴァーシティ・カレッジ（Nottingham　Unive1・sity　College）への
入学を決める，
　1905年の春はロレンスにとって記念すべき季節であったtt最初の本格的
な詩、「ゲルダーローズ」（‘Guelder－roses‘　）と　「センノウ」（℃ampiolls’　）
を書いた時期である．後にロレンスはこの時のことを次のように回想してい
?
　失われた青春を嘆き悲しむ代わりに、今日、人は42歳という
私のような熟年に達すると、過去が穏やかに満足したものとし
て過ぎ去ったのかどうかと思い始めるものである．これらの詩
［「D・H・ロレンス詩集』（Co〃e（・ted　Poenis，1928）］に取り掛かっ
ていると、私の［0代や20代は今現在、昔同様に今の私自身な
12 倉田雅美
のであり、過去とは単に概念なのである．現実や感性こそが本質
的に今生きているものなのである
　私が19歳の［実際には20歳］ある日曜日の午後、多少、自
意識にとらわれて初めての「詩］を二編「作った」のを覚えている．
「ゲルダーローズ」と『．センノウ，で、若い女性の方がもっと上
手く書けただろうし、少なくともそう思う，だが、私はあの時の
感情の遊りを素晴らしいと思ったし、ミリアム［ジェシーのこと］
もそう思ってくれた／ic一
42歳という「熟年」ではあるにせよ、20年以上も昔の「ある日曜日の午後」
をこのように回顧するロレンスの「現実」と「感性」を肯定し是認する姿勢
は、それまで彼が創作し続けてきた作品に一・貫して表明されている哲学その
ものであり、ロレンス文学の本質を語るものであるだろう　これらの二編の
詩を書きながら、20歳のロレンスは、自らの魂や感情が震憾するのを禁じ
得なかったのである．こうした感動の中で若きロレンスは、自分が本質的に
詩作に向いている、つまり、詩人であるという認識を持ったのかも知れない．
ゲルダーローズ
小冠状の飾りを頭につけたゲルダーローズが
緑の葉のなかから優しく顔を覗かせている一
夢見るような淡い花冠一灰色の僧衣をまとった尼僧は
亡き16の乙女の髪にこの花冠を飾るtt
クリーム色がかった淡い緑の花冠
それは思いに浸った瞳のように私の心に響く
ラファエロ前派の画家が描く神秘的な女王の瞳のように
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そして、私を捉える一その偽りをもって
かくも美しく不毛の真珠のような世界
宝石に縁取られ、みすぼらしく平凡なものが
悲哀を感じさせる静寂のなかで、心飢えたる清らかさに呼びかける
クベには無へと帰す、清らかさを伴った
［心地よい春の日の終わりに、それらは帰る一
その能弁な清らかさは何も語らずに塵へと一
死を全うする一花岐き、そして、×きな期待が託された素早く燃
え上がる火花をかき消す
秋、残っている実を探す、
重たげに頭を垂れる深紅色の房を、
美しくも無言の乙女の茎ではなく
逝ってしまったもののなかで何処にいるのかも分からぬ
生命を愛でた茎の間に口
心地よい春の日の終わりに、すべてが消える
忘れ去られて、まるで去年のムネアカヒワの噂りのように一
後光だった、能弁だった一今はすべてが消えた
みすぼらしい花の群の間に、その輝きを残して
収穫の秋に永遠の実が輝く
一深紅色の重たげな房が
無数の取るに足らない、物言わぬ生命を愛でるものの茎で揺れて
　　　　いる、
14 倉田雅美
逝ってしまった青白きもののなかにその場所を求めぬものたち一「．
センノウ
雲ひとつないブルーベルの海の波が引いて消える
ワスレナグサの淡い花が最後の段をヒる
高くはかない生命の階段の、
今、枝を重ね高く上げた木々が
　　　　光を遮っている一／
無邪気な春の赤紫色の夢は消え
朝に輝くわずかな夢は淡く弱弱しく、
年月は妊婦のように熟れてゆき
たのもしい夫のように森の木は優しく静かに、
　　　　葉を茂らせてゆくが一
センノウは弱弱しいバラ色の霞のなかでなびき
キスをされた乙女のように顔を赤らめ笑顔で始める
×胆に息を切らして告白を
それは天と地を
　　　　はかなく燃えて進む愛に開放する
愛の炎は漂う、ビューグルは控えめで上品だが、
愛の光は燃え盛る、ゲルダーローズはあまりに清く純潔だが
そして、永遠に愛の激しい求めに晒される
明るい笑い声に混じりセンノウのバラ色の破片には闘いがある
　　　　のだ．］s，
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初めて本格的に書いたと言われているこの二編の詩の後に、ロレンスは生涯
で1000編余の詩作をしている他の作品に比べてその数が膨×なのは、こ
の二編の詩を書いた時のロレンスの「感情の迂り」が生涯に亘って途絶える
ことがなかったことが一因であっただろう　アメリカのポストモダンの詩人
たちに多大な影響を与えたと言われる詩人ロレンスの真価がここに垣間見ら
れる，「自然の流れ」の中に生命の本質を見出した詩入の真価が
　こうした詩作を続ける合間にもロレンスは教員になるための準備に余念が
なかった．1905年6月、ロンドン大学入学資格試験（Loildon　matriculation
exam．）を受けた結果、見事合格し、ノッティンガム・ユニヴァーシティ・
カレッジの教員養成課程への入学が許可される　この課程を修了すれば教員
免許状の取得につながるのであるr／しかし、秋に始まる新学期に入学手続き
をすることはなかった．「前納授業料20ポンド」が払えなかったのである．，
そこで入学を1年延ばすことになり、当面、英国学校の教員として教え続け、
20ポンドを蓄えることになる」8月1日のことであり、地元の急進的なジャー
ナリストであったサラ（Sarah．1867－1922）とウィリアム・ホプキン（William
Hopkin．1862－1951）夫妻の家に出入りし、夫妻から政治的、また知的な刺激
を受け始めたのはこの時期である。
　いよいよ本格的に文学作品を執筆しようとする心構えが出来始めた時期で、
ロレンスは20歳になっていた、
16 倉田雅美
D・H・ロレンス年譜（1901年一1905年）及び本論考で扱った人物（19）
｜9↓）1年（16歳）7月、ノッティンガム・ハイスクールを修丁する　10〔、ノ・ソ
　　　　　　　　ティンガムの医療器具製造会社J・H・ヘイウッド有限
　　　　　　　　会社で働き始めるが、重い肺炎に罹り3ヵ月で辞めるtt
　　　　　　　フリーダ・ロレンス・ラヴァリ：1930年3月2日にロレ
　　　　　　　　ンスが死去した後、かつて夫妻が滞在していたイタリア、
　　　　　　　　スポ1・ルノのヴィラ・ミレンダ（Villa　Mirenda｝の所有
　　　　　　　　者セラフィナ・ラヴァリと夫アンジェロはフリーダを自
　　　　　　　　宅に招く．フリーダとアンジェロは以前から深い関係に
　　　　　　　　あったとされている．その後、二人はアメリカ、ニュー
　　　　　　　　メキシコ、タオスのカイオワ牧場で生活を始める、1950
　　　　　　　　年アンジェロは妻セラフィナと離婚し、フリーダと再婚
　　　　　　　　する．その6年後の1956年にフリーダは逝去する．
　　　　　　　リディア・ロレンス：母親のリディアが34歳、父親アーサー
　　　　　　　　が39歳の時にロレンスは生まれる．リディアはイング
　　　　　　　　ランド南東部のケント州で育ち、その後、一家はノッティ
　　　　　　　　ンガムに移り住む．若い時の夢は教員になることだった
　　　　　　　　が、その夢は破れ、結婚後は5人の子供たちに将来を託す・
　　　　　　　　1910年12月に逝去する、
　　　　　　　アーサー・ロレンス：ブリンズリー炭鉱の坑夫で、働き者
　　　　　　　　ではあったが飲酒癖があり、しばしば家族σ）反感をかっ
　　　　　　　　ていた．妻リディアをはじめとして5人の子供たちは、
　　　　　　　　そんな父親から次第に離れてゆく　ただロレンスは幼心
　　　　　　　　にも冷静に父親を見ていた、ロレンス文学に与えた父親
　　　　　　　　の影響は（母親のそれとともに）大きなものとなった・
　　　　　　　アーネスト・ロレンス1ロレンス家の次男、長男ジョージ
　　　　　　　　は10歳の頃にすでに家を出て働いていたため、母親リ
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1902年（17歳）
　ティアの溺愛を受ける　子供たちの中でも一番学業成績
　が良く、また努力家でもあ’）た　ロンドンに出て働いて
　いたが、丹毒に罹り、23歳で死亡する
エイダ・ロレンス：ロレンス家の未娘で、特にロレンスと
　．親しかった夫ウィリアム・エドウィン・クラークとと
　もにノッティンガムシャー州境のダービシャー、リブ．
　リーで坑夫相丁の仕立て屋を営み、裕福になる，終生、
　兄思いの妹で、経済的な援助も惜しまなかった
4月、リンカンシャー、スケグネスの叔母ベリー夫人宅に
　療養のため1ヵ月滞在する．その後、ハッグズ農場を経
　営するチェインバーズ・j家をよく訪ね、ジェシーとの付
　き合いが始まる．．10月、イーストウッドの英国学校で見
　習い教員として教え始める。
ジェシー・チェインバーズ：チェインバーズ家はアンダー
　ウッドで農場を経営していて、1901年7月頃よりロレ
　ンスは一家を頻繁に訪れるようになる「－t家には5人の
　子供が生まれたが、そのうちの2人は幼少期に亡くなっ
　ているcロレンスが最も親しみを感じていたのが次女の
　ジェシーで、二人の関係が決裂するまで（最後に会った
　のは1912年2月）、まるで婚約者のように交際していた
　という（特に1904年から1910年にかけて）、二人は特
　に文学を通して互いに刺激し合い、作品執筆でジェシー
　がロレンスに与えた影響も大きかった．ロレンスの作品
　に登場する多くの女性にジェシーの影が覗えるのも当然
　と言える，ロレンスの母親を交えた三人の（男女）関係
　は、ロレンスがかかえた×きなテーマの一つとなってい
　る．．ジェシーもイルケストンの教員養成所に通い、後に
18 倉出雅美
1903年（18歳）
19〔｝4年（19歳）
　英国学校の教師になり、1915年、ノノティンガムシャー
　の教師ジョン・R・ウッドと結婚する一1944年4月3
　日に逝去する
ジョージ・ネヴィル：ロレンス　・家がリン・クロフトに住
　んでいた時の隣人の息子．知的な若者で、「洗練された
　英語」を話すことで有名だった　ロレンス同様、奨学金
　を得てノッティンガム・ハイスクールへ進学し、イルケ
　ストンの見習い教員養成所の生徒となり、1904年12月
　の勅定奨学生試験では第2等級に入る，「異教徒たち」
　のグループでロレンスと知的興昧を刺激し合う仲だったtt
英国学校で見習い教員を続ける。
3月、イルケストンの見習い教員養成所に通い始める．12月、
　勅定奨学生試験を受け、第1等級で合格する．／
ルイeバロウズ：1902年10月、集会を持つようになった「異
　教徒たち」の一員で、その後、ロレンスとともにイルケ
　ストンの見習い教員養成所の生徒となる一tさらに、1906
　年9月からロレンスと同じくノッティンガム・ユニヴァー
　シティ・カレッジに通い始める、1人の関係はロレンス
　がロンドンのクロイドンで教えていた時期まで続き、よ
　り深いものとなり、1910年12月に二人は婚約するが、
　2年後には婚約解消となる。1940年まで教職に就き、結
　婚する，生涯、ロレンスのことを胸に秘めていたようで
　ある．．
ジョージ・ホウルダネス：1902年10月、ロレンスがイー
　ストウッドの英国学校で見習い教員として教え始めた時
　の男子部校長　校長として教員のロレンスを管理（担当
　授業時間数を厳守させるとか）しなければならなかった
D・H・ロレンスー生涯と作品（D 19
　　　　　　　　ことはあっただろうが、ロレンスの将来性を見抜いてい
　　　　　　　　て、なにかと相談相手になった　1908年7月、ノッティ
　　　　　　　　ンガム・ユニヴァーシティ・カレソジで教員免許を取得
　　　　　　　　し、就職先を探し始めたロレンスの推薦状を書いている
　　　　　　　エディス・ボウルダネス：ジョージ・ボウルダネスの娘で、
　　　　　　　　ロレンスは「キティ」と呼んで親しくしていた．10代の
　　　　　　　　ロレンスは女の子の友人が多く、よく男の子にからかわ
　　　　　　　　れていたという　ホウルダネスー家が1909年にアーキ
　　　　　　　　ングに引っ越して以後もロレンスは彼らを訪れた・
1905年（20歳）　・春、最初の本格的な詩「ゲルダーローズ」と「センノウ」
　　　　　　　　を書く。6月、ロンドン大学入学資格試験を受け、合格
　　　　　　　　する。8月、英国学校で教員免許無しの専任教員として
　　　　　　　　教える　ホプキン夫妻との付き合いが始まる、
　　　　　　　ウィリアム・エドワード・ホプキン：イーストウッドの
　　　　　　　　ジャーナリストで社会主義者、地元で政治的、知的なグ
　　　　　　　　ループを作り、特に若者を集めては討論をしていた．幼
　　　　　　　　い頃からロレンスをよく知っていて、ロレンスの創作活
　　　　　　　　動に注目していた，，
　　　　　　　サラ・アニー・ホプキン：ウィリアムの妻で男女同権を強
　　　　　　　　く主張していた女性、ロレンスはウィリアムとともにサ
　　　　　　　　ラに対しても自分の意見が何でも言え、議論し、理解を
　　　　　　　　得ることができた．夫妻の家に出入りすることは、ロレ
　　　　　　　　ンスにとって知的な世界へ入ることであり、当然、その
　　　　　　　　後の作家ロレンスに与えた影響は大きいものであった、
　　　　　　　　夫妻をモデルにした小説をロレンスはいくつか書いてい
　　　　　　　　る　ウィリアムとは後に離、婚する
　　　　　　　リチャード・オールディントン：詩人、小説家、伝記作家で、
20 倉出雅美
　1917年、ウィンストン・チャーチルの私設秘書を務める
　エ1・ワードひマーシュ（Edward　Marsh）を通してロレン
　スは矢「｜り合う、
ヘレン・コーク：1908年10月からロンドン、クロイドン
　のデイヴ仁ソドソン・ロート・スクールで教え始めたロ
　レンスは、同僚のアグネス・メイソンを通して知り合う
　ヘレンは別の小学校の教師をしていて、二人は間もなく
　親しい関係になるttロレンスは3歳年長のヘレンに結婚
　を申し込むが、断わられる　当時、同じく教師で、個人
　的に音楽を習っていたハーバート・ポールドウィン・マッ
　カートニー（後に自殺）を、彼が既婚であるにも拘わら
　ず愛する。彼女にとって彼は、自分の愛するワーグナー
　のオヘラに登場するシーグマンドだったのだろうか　ロ
　レンスは彼女とマッカートニーをモデルにして「シーグ
　マンド・サーガ」（　’The　Sa．ga　of　Siegmund　”）を書き（1910
　年3月から8月にかけて）、本作品は1911年12月から
　1912年2月にかけて改稿され、ロレンスの二作目の長編
　小説『侵入者』（τ／ie　Ti’espassei・，1912）として出版されるt．t
　本来、男性に性的魅力を感じなかった彼女は、ロレンス
　との肉体関係を拒み、19［年2月に二人が会ったのが最
　後である、一生独身を通し、1978年に94歳で逝去する
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（1）
（2）
　　　　　　　　　　　　　　［註］
ロレンスの書簡に関しては、現在、残っていると考えられている資料
の全てを収録した『D・H・ロレンスの書簡1』（Janies　T．　Boulton．　ed．、
τノte　Letteノ・sひ∫　D．〃．　Lawt’en（・e　1・bl．　L．　Cambridge：Cambridge　UR　l　979）｛二
はじまる全8巻と、「D・H・ロレンス書簡集』（James　T．　Bou］ton，　ed．．
The∫electec／LetteJ’sρf1　D．〃．　La“’i’ence、　Cこmbridge：Cambridge　UR　1996）
で完結したケンブリッジ版が最新のものである
Keith　Sagar、　ed．、　A　D．H．　Lawi’e〃ce　Han‘ihθθk（Manchester：Manchester
URl982｝，P．190．
（3）　JameS　T．　BOUItOn．　ed．、τノle　Lettei・S　qf’　D．H．　Lawreii（’e　l・bl．1．（Cambridge：
　　Cambridge　UP．1979Lp．22．
（4）Loc．　cit，本書簡は、兄アーネストが10月初旬にノッティンガムで開催
　　されるグースフェアーのためにイーストウ・ソドヘー・時帰省した時に原
　　案を作成し、ロレンスに書かせたとされている，翌週、アーネストは
　　ロンドンで重篤となり、死亡する。
（5）　ibid．．　p．22．
（6）John　Wo！’then．　D．H．　Lawi－ence；The　Eαu41凡Yecu’s／885－1912（Cambridge：
　　Cambridge　UR　i　99　D，　p．170．
（7）　ibid．、　p．171．
（8）D．H．Lawrence、　T／ie　Tales　qt’D．〃．　Lawrenc’e（London：Wiliiam　Heinemann
　　LTD．1948），pp．23ト42．
（9）　ibid．，pp．260－71．
口0）ibid．．　pp．418－80．
（1bBoulton．τhe　Lettej－s　lbl．1．　P．24．
（12｝ibid．，p．25．
d3）Loc、cit，
（14）Boulton．　The　Lettet’s　Iψ～．1、　P．195．
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（15）Worthen．　pp．116－7．
（16）X・’ivian　de　Sola　Pinro　and　F．　Warren　Roberts．　eds．．τノie　Comp～ete　Pρen7s〈of’
　　D．H．　La　llj’ence（New　York：The　Vikillg　Press，1971），　p．849、本文での引
　　用はロレンスにより『D・H・ロレンス詩集』の序文として書かれた
　　ものの一一部である
日7）ibid．、　pp．853－4．［　］内の第4、5節は草稿では線を引いて消されて
　　いる　（Xi’ivian　de　Sola　Pinto　and　F．　Warren　Roberts）．
（18）ibid．．　p．853．
（19）本項目は『ロレンスー人と文学』（倉田雅美、勉誠出版、2007）及び
　　James　T．　Boulton．　ed．．　The∫e～ected　Lettei－s（）fl）．H．　Lavt’ren〔・e（Cambridge：
　　Cambridge　UR　l996）に準拠した、また、ロレンスの生涯と作品で重要
　　と思われる人物についてのみ本文中で生没年を示した。
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